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優しくなれるのだろうかと思うと、涙が止まらなかった」とつづった ( 高橋 ,2012)。
読売新聞社は東日本大震災の取材に当たった記者とカメラマンの手記を「記者は何を見たのか−3.11














NHK 放送文化研究所が 2011 年６月に実施した東日本大震災のＮＨＫ取材者アンケートによると、
回答を寄せた記者、アナウンサー、ディレクター、カメラマンなど 217 人のうち、図らずも「泣いてしまっ
























災者の言葉に感動したりして、よく泣いたが、最初に涙したのは私かもしれない」と語る ( 青木 ,2012）。
読売新聞社の「記者は何を見たのか− 3.11 東日本大震災」をまとめた管理職の編集局次長も、当時
の編集局内の騒然とした雰囲気を回想して「若い記者たちのしたためた記事をゲラで読みながら毎晩






田代 ,2012)。追悼企画は 2012 年３月 11 日付朝刊から記事掲載された。
（４）理念と倫理が縛る報道人の情動
報道人は、泣くことについて注目したことがなかった。朝日新聞社の仙台総局長が「私は不覚にも



































































感 情 抑 制




















前出の NHK 放送文化研究所による東日本大震災の NHK 取材者アンケートでも、取材でうまくコ
ミュニケーションが取れたと感じられた際の「やりとり」や「ことばづかい」を尋ねたところ、「しっ
かり聞く」に続き、「共感する、同調する、泣く」「言いたいことを語ってもらう」が目立ち、「自分の
感情を出す、自分のことを話す、情報を伝える」などの回答が多かった ( 井上 ,2013)。このことから
も被災者取材が成功するための要件に共感、自己開示、肯定、フィードバックが重要であることが裏
【 共 感 報 道 】
































NHK は、2015 年度の全職員に占める女性の割合が 15.7%、定期採用数に占める女性の割合は
31.7%( 同年度 ) である。日本新聞協会の会員社である新聞・通信社は、記者のうち女性記者が占める



















東日本大震災が起きたとき、被災地取材へ飛び出したのは 20 ～ 30 代の男の報道人が中心だった。
彼らの多くが、個性を尊重する「ゆとり教育」を受け、グローバル化とデジタル化の中で育った。映
画とテレビドラマでヒットした 2004 年の「世界の中心で、愛をさけぶ」、2005 年の「１リットルの涙」
に大泣きした世代である。感情をあらわにすることに抵抗感がない世代で、泣く準備はできていたと







しまう」と警告する ( 古関 ,2014）。
泣くことはストレスを緩和させる。ただ、過度の共感や感情移入が大きなストレスを招く可能性があ
る以上、報道人のメンタルヘルスに及ぼす「共感報道」の影響について研究を進める必要がある。さらに、
それら長期と短期の影響を踏まえた「共感報道」に対する報道人の心理教育も欠かせない。
客観報道と共感報道が、報道人と取材対象者に及ぼす心理的影響やストレスの程度を、取材のピーク
時に調査して比較するのは難しい。報道機関は、取材・報道の過程において第三者の介入や関与を認め
ないからである。しかし、記事の掲載や放送が終了し、取材から一定の時間が経過すれば、報道人と取
材対象者へのインタビューは可能となろう。報道人があらわにした感情、開示の方法、実際の報道内容
と、取材対象者がそれらに接したときの受けとめ方や感情を個別に聞き取ることにより、両者が感じる
共感の違い、質、程度は明らかになる。一方、複数の報道人から取材を受けた取材対象者の調査は、報
道人の個性や態度を超えた共感報道の構造や力動について、多くを示唆するに違いない。その結果、取材・
報道がもたらす２次被害や３次被害を回避するための知見が得られ、それらを取り込むことで「共感報道」
は「傷つけない取材」「傷つかない報道」のモデルになると考えられる。
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